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　食料と競合しないセルロース原料からの効率的
なバイオ燃料変換技術（第二世代バイオ燃料）の研
究開発投資が世界的に活発化している中で 1)、米
国と欧州から相次いで具体的な計画が発表された。
　米国エネルギー省（DOE）は、セルロースから
の効率的なバイオ燃料変換技術の研究開発を加速
する目的で、2006 年 8 月にバイオエネルギー研
究拠点構想を発表したが、公募の結果、3 拠点が
選定された。このほど 2007 年 10 月に、具体的な
体制が明らかにされ（図表 1）、全体で、18 大学、
7 国立研究所、民間企業等が参画することとなっ
た。セルロース原料となる植物としては、スイッ
チグラス、ポプラ、トウモロコシ茎・藁を想定し、
分子生物学的アプローチによる植物体構造の解明
と糖質転換可能な品種改良、ゲノミクス研究によ
るセルロース分解酵素（セルラーゼ）などのテー
マに絞った基礎研究に、今後 5 年間で約 4 億ドル
の研究資金が投入される。
　米国では「10 年後の 2017 年までにガソリン消
費量を 20％削減する」という目標を達成するため
に、2012 年までにガソリンと価格競争力のあるセ
ルロース系エタノール等の第二世代バイオ燃料の
実現が求められている。これに対応して DOE では、
「Multi-Year Program Plan」を公表し、選定された
3 拠点を中心に、基礎研究を加速する計画である。
　一方、欧州委員会は、世界的なコスト競争力を
持つ欧州産業の確立を目指した「バイオ燃料のた
めの EU 戦略（2006 年 4 月）」に基づき、2007
年 11 月に戦略的研究アジェンダを公表した 3)。第
7 次欧州フレームワーク計画（FP7：2007 ～ 13 年）
では、第二世代バイオ燃料変換技術が優先課題の
一つにあげられており、戦略的基礎研究推進スキー
ム「ジョイントテクノロジーイニシアチブ」の一
環として、バイオ燃料テクノロジープラットフォー
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ム（バイオ燃料 TP）が、このアジェンダを作成した。
バイオ燃料 TP は、スウェーデンとドイツのエネ
ルギー関係省庁を事務局とする委員会と 5 つの個
別テーマを検討するワーキンググループで構成さ
れている（図表 2）。大学・公的研究機関に加え、自
動車、石油、林産等の欧州主要産業や NPO など、産
学官の幅広い関係者が参画し、その数は大学 21、公
的研究機関 34、民間企業 79、その他 1 である。欧
州では、「ERA-NET Bioenergy」と呼ばれるコン
ソーシアムを通じ、各国独自の研究開発プログラ
ムと、上述のアジェンダとを整合化させる工夫も
なされている。
図表１　米国バイオエネルギー研究センター概要
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図表２　欧州のバイオ燃料テクノロジープラットフォーム
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